
船舶事故調査報告書 

令和８年９月２日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚（養殖施設） 

発生日時 令和７年５月５日 １９時２０分頃 

発生場所 長崎県佐世保市鹿町漁港 

 青
あお

砂
さ

埼灯台から真方位１６２°３.４海里付近 

（概位 北緯３３°１６.６′ 東経１２９°３５.０′） 

事故の概要 プレジャーボート利
とし

栄
えい

丸は、航行中、養殖施設に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年９月２４日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート 利栄丸、４.８トン（長さ１０.６ｍ） 

ＮＳ３－５０４７２０（漁船登録番号）、個人所有 

第２９２－４７７９８号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定（限定なし） 

 負傷者 なし 

 損傷 本船 船底に擦過傷、プロペラ翼に曲損 

養殖施設 鉄製枠に曲損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 

日没時刻：１９時０７分頃 

 事故の経過 (1) 事故発生場所（鹿町漁港内の養殖施設） 

鹿町漁港内の中央部付近には、第一種区画漁業権が設定されて

おり、同漁業権の区域（以下「本件養殖区域」という。）内に、周

年（１月～１２月）、養殖施設が敷設されていた。 

なお、本件養殖区域には、夜間標識灯が設置されていなかっ

た。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

(2) 本事故発生までの経過 

本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者５人を乗せ、長崎県平
ひら

戸
ど

市平戸島南方沖の釣り場において、乗船者全員が釣りを開始し

た。 

船長は、同乗者と共に釣りを続け、ふだんから日没前までには

鹿町漁港に戻っていたので、帰航を開始しようと思っていたとこ

ろ、海上保安庁の立入検査を受けた。 

船長は、その際、船舶所有者が法定書類を船内に備え置いたま

まであることを知っていたが、同書類の置き場所が分からず、船

舶所有者に連絡をして同書類の所在を確認するのに時間を要し

た。そのため、立入検査を終え、鹿町漁港の入口付近まで戻って

きた時には周囲が暗くなっていた。 

その後、船長は、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させて

手動操舵で操船に当たり、帰りが遅くなったので、急いで帰ろう

と思い、約１７ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で、

鹿町漁港南東部の同漁港歌ヶ浦地区に向けて本船を航行させた。 

船長は、これまで日没後に鹿町漁港内を操船した経験がなかっ

た。また、同漁港内に養殖施設が設置されていることは知ってい

たものの、日没後であった上、天気が曇りであり、同施設を目視

することができなかったので、本船を航行させることに不安を感

じていた。 

船長は、ふだんから日中は目視のみで鹿町漁港内を操船してお
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り、レーダー及びＧＰＳプロッターを活用することはなかった。

また、同漁港歌ヶ浦地区に向かう途中の同漁港本ヶ浦地区（養殖

施設の北東方沖）に存在する下ノ平瀬に簡易標識灯が設置されて

いることを知っていたので、簡易標識灯の灯光を目標として操船

すれば、養殖施設を避けて同漁港歌ヶ浦地区まで戻ることができ

ると思っていた。 

船長は、目視に頼って操船していたところ、前方に白色の明か

り（船長が見間違えた「鹿町漁港南部の施設付近の街灯」を指

す。以下「本件灯光」という。）が見えた。 

船長は、簡易標識灯の灯光を頼りに操船するのは初めてであっ

たが、本件灯光を簡易標識灯の灯光と思い、日頃から簡易標識灯

の少し西側を通過していたので、正船首より少し左舷側に本件灯

光を見ることができるよう、進路を本件灯光の西方側に向け、本

船を右転させて南進させ始めた。 

船長は、進路及び速力を保持したまま、引き続き目視に頼って

操船していたところ、本船は空
から

の状態の養殖施設に乗り揚げた。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 推定航行経路図 

 

(3) 本事故発生後の経過 

船長は、直ちに主機操縦レバーを中立位置に操作した後、周囲

を確認して本船が養殖施設に乗り揚げたことが分かった。 

船長は、本船を養殖施設から自力で脱出させた後、同乗者全員

に周囲の状況を確認させながら、鹿町漁港歌ヶ浦地区まで戻っ
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た。 

本事故後、船長は、目標としていた本件灯光が、鹿町漁港南部

の施設付近の街灯であったことを知った。 

(4) 船長に関する情報 

ふだん本船が遊漁船として使用されており、甲板員としての乗

船経験はあったものの、自ら船長として本船に乗り組み操船を行

うのは、１年間に１、２回、プレジャーボートとして使用すると

きのみであった。 

本船のＧＰＳプロッター画面を拡大表示（地形図が拡大表示さ

れる）すると、地形図には本件養殖区域が表示されていたが、そ

のことを知らなかった。 

(5) 本船の喫水に関する情報 

本船の喫水は、船首約０.２ｍ、船尾約１.２ｍであった。 

分析 (1) 養殖施設 

本件養殖区域には、夜間標識灯が設置されていなかったものと

推定される。そのため、日没後で周囲が暗い中、船長は目視では

養殖施設を確認することができない状況であったものと考えられ

る。 

(2) 本船の運航予定及び実際の運航 

船長は、ふだんと同様に日没前に帰航することとしていたが、

海上保安庁の立入検査時、法定書類の所在の確認に時間を要した

ことから、初めて本船で夜間操船を行うこととなったものと考え

られる。 

(3) 船長の操船 

① 船長は、目視では養殖施設を確認することができなかったこ

とから、本船を航行させることに不安を感じていたものと考え

られる。 

② 船長は、目視で養殖施設を確認することができない状況下、

本船を航行させることに不安を感じていたにもかかわらず、帰

りが遅くなり、急いで帰ろうと焦りがあったことから、本船を

約１７knの速力で航行させたものと考えられる。 

③ 船長は、鹿町漁港内に養殖施設が設置されていることを知っ

ており、ふだん日中に同漁港内を操船する際、目視のみで自船

と養殖施設との位置を確認していたものと考えられる。 

船長は、日没後に操船を行うことがなく、ふだんからレー

ダー及びＧＰＳプロッターを活用した船位の確認を行っていな

かったことから、本事故当時、レーダー及びＧＰＳプロッター

を活用した船位の確認を行わなかったものと考えられる。 

④ 船長は、夜間操船が初めてであったこと及び目標としていた

簡易標識灯の灯光を見たことがなかったことから、本件灯光を



簡易標識灯の灯光と誤認したものと考えられる。 

⑤ ①～④から、船長は、鹿町漁港内に養殖施設が設置されてい

ることを知っていたものの、レーダー及びＧＰＳプロッターを

活用して船位を確認せず、本件灯光を簡易標識灯の灯光と誤認

して本船を右転させ、本船が本件養殖区域内に進入したことに

気付かないまま、本船を航行させたものと考えられる。 

(4) (1)～(3)から、本船は、鹿町漁港に入航中、養殖施設に乗り揚

げたものと考えられる。 

原因 本事故は、日没後の薄明時、本船が鹿町漁港に入航中、船長が、目

視のみで操船を行い、レーダー及びＧＰＳプロッターを活用して船位

を確認しなかったため、目標の明かりを誤認して本船を右転させ、本

船が養殖施設に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 養殖施設の所有者は、本事故後、本件養殖区域の北東側に夜間標識

灯（灯光：赤色）を設置した。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・小型船舶の船長は、養殖施設が設置されている港内を操船する

際、速力を減じるとともに、船位の確認を適切に行うこと。特

に、夜間は、目視のみに頼ることなく、レーダー及びＧＰＳプ

ロッターを有効に活用すること。 

・小型船舶の船長は、海上保安庁の海しる（海洋状況表示システ

ム）等で、事前に養殖施設の正確な位置を確認し、把握しておく

とともに、付近の灯光の位置や設置状況等についても、十分な確

認を行うこと。 

 


